
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年５月１日発行 

第２号 

 

 
都立城東特別支援学校長  

  秋本 友美 

え が お 
  

  

安全・安心の礎を築く 
                     校長 秋本 友美 

 

 風薫5月。子供たちも大人（保護者の方も教職員）も、新しい環境・新しいスタートの中、

緊張や疲れを調整しながらも、少しずつ慣れてきた兆しがみられる頃でしょうか。 

先日行いました「全校保護者会等」への御出席、ありがとうございました。経営方針に

基づき「大切にしたいこと」「柱としていくこと」を中心に、お手元に残りますよう資料を

お届けしました。以降、具体的な内容を随時「学校だより」等で、お伝えしてまいります。 

 

子供たちが登校する始業式前までの間に、教職員はルールやマニュアル（知識・理解）

を再確認しました。❶「形骸が事故につながること」例えば、「赤信号は止まれ」の交通

ルールがあり、内容を理解し履行するからこそ「安全・安心が担保されている」こと。 

❷「想定外を想定内にすること」つまり、「事故につながるかもしれない、被害が大き

くなるかもしれないと予測する」こと。大人の安全配慮（義務）にも通じるものですね。 

上記を踏まえ、  R7学校経営計画に、❶「実際を想定した各種訓練の実施」❷「防災・

防犯・校内事故の未然防止」❸「対応力の向上」を示した所以を、少しお伝えいたします。 

 

日本は地形や地質、気象等の自然的条件から、台風や豪雨、地震、津波、火山噴火等の

災害が発生しやすい国土であると国も示しています。首都直下地震も今後３０年間に７

０％の確率で起きると言われています。３０年後に起こるのではなく、いつ起きても不思

議ではないということです。 

そして「正常化バイアス」という言葉があります。この言葉の意味は、多少の異常事態

が起こっても、それを正常の範囲内として捉え、心を平静に保とうという働きです。その

ため、危険が迫っていても、「まだ、大丈夫だ。」「そろそろ収まる。」など、危険だと

認識せずに、逃げ遅れたりすることにつながる恐れがあります。さらに「同調性バイアス

（集団と異なる行動をとりにくい心理）」が加わると、「周りが避難していないから自分

も逃げなくても大丈夫だ」と思ってしまい、危険はさらに増すことになります。 

 

このことからも、教職員全員が適度な緊張感を常にもち、いざという時、正常化バイア

スや同調性バイアスに陥らないために、❶「想定外を想定内にする訓練の工夫」❷子供た

ちの「自分の安全（身）は、自分で守る【対応】力の向上」を、目標及び取組事項に示し

ました。特に❷は学校教育と家庭教育が共通認識をもってあたることで、一層の効果が得

られます。災害は机のある教室でおこるとは限りません。通学途中や家庭、外出先で有事

にあった際、「頭を、身をどう守るのか」。「安全指導」と「（裏面）各種訓練」を連動

させて、子供たち・大人の「対応力」の向上に努めてまいります。御家庭でもぜひ、学校

での学びを話題にしたり、共に取り組んでいただけますと幸いです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【えがお後記】  
学校も現実社会に存在する以上、様々な危機や危険に囲まれています。しかし、そのことを踏ま
えながら、学校は子供たちの安全と安全に対する学びの場であるように努めていかなければなら
ないと考えます。本校の取り組みに今後とも御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

副校長 冨樫 忠 
    

 

   スクールバス参集体制訓練について 

主幹教諭 陸川 香都 

本校では毎年４月～５月にかけて、学校での様々な場面、事態を想定して緊急時対応訓練や

児童・生徒の情報について共有するケース会議等を設け安全・安心な学校づくりに努めていま

す。４月２１日（月）には、その中の一つ、全教員でのスクールバス参集体制訓練を実施しま

した。 

今回は「８時２８分に東京都で震度６弱の地震が発生し、スクールバスが緊急停車、道路状

況から走行が不可能となり、電話も混線し、つながりにくい状況」と具体的な想定をして行い

ました。バス運行表から予測できるバスの停車位置や児童・生徒数の確認、バスコースごとに

割振られた教員の中で「誰が誰を」迎えに行くことができるか、持ち物 

は何が必要かなど、様々な確認を行いました。今回は学校の近くまでス 

クールバスが来ていることの想定でしたが、災害や事故はいつ起こる分 

かりません。様々な想定をして、予期せぬ事態に対応できるよう今後も 

訓練を積み重ねてまいります。 

 

 
   

ダンゴムシのポーズ 

（小学部１年生） 

災害対策本部（校舎の

安全確認・人員確認） 

クラスごとに 

避難経路確認中 

イラストを使って 

振り返り 

大切な命を自分で守る 

主幹教諭 櫻田 健児 

４月２５日（金）に今年度初めての避難訓練が行われました。「頭を守って！！」、聞こえ

てきた教室をのぞいてみると、４月に入学したばかりの小学部１年生が教員の真似をして、

一緒にダンゴムシのポーズをしていました。自分の命を守る大切な行動を小学部１年生が行

うことができていることに大変驚きました。今回の避難訓練は、今年度初めてだったので一

斉避難ではなく、クラスごとで頭を守る姿勢や避難経路の確認を行いました。避難訓練は年

間１１回を予定しています。火事や津波など、災害に合わせた身の守り方を学習します。 

 

 

 



 

日 曜 行事 日 曜 行事
個別面談　13:55下校(全)

安全指導日　眼科検診(全)

個別面談　13:55下校(全)

消防写生会(小)

憲法記念日 聴力検査(中1.3)

みどりの日 小１短縮日 13：55下校

聴力検査(小3.5)

こどもの日 避難訓練（火災）

休日 内科検診(小1.3.4)

歯科検診(小2.5.6)

歯科検診(小1.3.4)

聴力検査(小2)

小１短縮日 13：55下校

聴力検査(小1)

運動会予行(中)

小１短縮日 13：55下校 内科検診(小2.5.6)

尿検査③ 宿泊前検診(小6)

尿検査④ 中学部短縮日　13：55下校(中)

緊急連絡ｼｽﾃﾑ確認訓練 運動会(中) 13:55下校

新入生歓迎会(小)　造園体験(中2)

耳鼻科検診(全)
16 金 ※ 31日(土)　小学部はお休みです

14 水 30 金

15 木 31 土

12 月 28 水

13 火 29 木

11 日 27 火

9 金 25 日

10 土 26 月

7 水 23 金

8 木 24 土

5 月 21 水

6 火 22 木

3 土 19 月

4 日 20 火

令和７年度　５月 行 事 予 定 表

1 木 17 土

2 金 18 日


